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業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

当社は、2022 年２月７日に公表いたしました 2022 年 12 月期（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31

日）の通期の個別業績予想と、本日公表いたしました実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

記 

１．2022年 12月期通期個別業績予想と実績値の差異（2022年１月１日～2022年 12月 31日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
6,500 

～7,000 

百万円 
700 

～750 

百万円 
750 

～800 

百万円 
510 

～550 

円 銭 
89 32 

～96 33 

実 績 値 （ Ｂ ） 7,075 956 1,028 736 128.97 

増 減 額（ Ｂ － Ａ ） 
75 

～575 

206 

～256 

228 

～278 

186 

～226 
― 

増 減 率（ ％ ） 
1.1 

～8.9 

27.5 

～36.6 

28.6 

～37.1 

33.9 

～44.4 
― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 1 2 月 期 ） 
6,447 908 1,022 711 124.53 

２．差異の理由 

ソリューションサービス事業において、ＢＩＭを起点とした建設ＤＸが建設業や建材メーカーに加え、

サブコンや住宅設備メーカーにも波及し好調に推移いたしました。エンジニアリングサービス事業にお

いても、堅調な河川防災関連業務に加え、ＣＩＭ関連ソフトウエアの販売案件や導入支援の増加、条例

アセスメント業務が堅調に推移いたしました。 

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益について当初予想を上回ることとなりまし

た。 

以 上 


